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総務省国立研究開発法人審議会（第22回） 

 

１ 日  時  令和７年５月16日（金）10時00分～11時30分 

 

２ 場  所  総務省会議室及びWEB会議によるハイブリッド開催 

 

３ 出 席 者 

（１）委員 

生越委員、末松委員、橋本委員、藤野委員、前原委員、森田委員 

（以上６名） 

（２）専門委員 

荒牧専門委員、牛尾専門委員、大森専門委員、小杉専門委員、小紫専門委員、 

篠田専門委員、篠永専門委員、関専門委員、富樫専門委員、永山専門委員、 

松永専門委員、村瀬専門委員、森井専門委員、八亀専門委員 

（以上14名） 

（３）総務省 

竹村国際戦略局長、近藤官房審議官（国際技術、サイバーセキュリティ担当）、 

森下国際戦略課長、松井技術政策課長、扇宇宙通信政策課長、 

津幡技術政策課技術革新研究官、内田技術政策課企画官、平野技術政策課課長補佐、

佐々木宇宙通信政策課課長補佐 

（４）国立研究開発法人情報通信研究機構 

徳田理事長 

（５）国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構 

山川理事長 

 

４ 議  題 

（１）会長互選 

（２）会長代理の指名 

（３）各部会構成員の指名 

（４）今後のスケジュール等について 

（５）国立研究開発法人情報通信研究機構の最近の取組 

（６）国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構の最近の取組 
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開  会 

【平野補佐】  ただいまから第２２回総務省国立研究開発法人審議会を開催いたします。

本日は御多忙のところ、御参集いただきましてありがとうございます。 

 事務局を担当しております国際戦略局技術政策課課長補佐の平野でございます。４月１

０日付で委員・専門委員の皆様に改選がございましたので、本日は、会長が選出されるまで

の間、議事の進行を務めさせていただきます。 

 今回は会議室とオンラインのハイブリッド形式での開催でございますので、発言の必要

がある方はＴｅａｍｓの挙手機能またはチャット欄にてお知らせください。 

 初めに、本日の会議の定足数の関係でございます。本日は委員７名中６名が出席となりま

して、定足数を満たしておりますことを御報告いたします。 

 国立研究開発法人審議会議事規則第７条第１項及び第２項の規定により、会議は公開と

いたしまして、また、議事録及び配付資料も公開とさせていただきます。 

 それでは、開催に先立ちまして、近藤大臣官房審議官から御挨拶申し上げます。よろしく

お願いします。 

【近藤審議官】  皆様、おはようございます。官房審議官の近藤でございます。本日お忙

しいところ、委員の皆様、それから専門委員の皆様、この審議会に御参加いただきまして、

誠にありがとうございます。深く改めて感謝を申し上げます。 

 すごく簡単に御挨拶させていただきますと、皆様御案内のとおり、政府では今、第６期の

科学技術イノベーション基本計画に基づきまして、Ｂｅｙｏｎｄ ５ＧですとかＡＩ、それ

から宇宙・量子技術などの研究開発というのを進めているところでございます。 

 この審議会で扱っていただくＮＩＣＴ関係、それからＪＡＸＡの関係でございますけれ

ども、ＮＩＣＴではこうした技術開発に当たりまして、我が国の中核的な役割を果たす国立

研究開発法人ということで、ＩＣＴ分野の急速な変化に対応していくということで、特に４

領域、Ｂｅｙｏｎｄ ５Ｇ、ＡＩ、サイバーセキュリティ、量子情報通信、この分野を中心

とした研究開発ですとか、Ｂｅｙｏｎｄ ５Ｇ基金を活用した研究開発支援ですとか、こち

らをしっかり社会実装していくということについて積極的に取り組んでいるということで

ございます。 

 ＪＡＸＡのほうでございますけれども、こちら宇宙基本計画の中で宇宙開発の中核機関

ということで、国民生活ですとかそれから社会経済活動というのを支えていくインフラと

して宇宙分野はすごく重要で、私たちも重要と政府としても認識しているんですけれども、
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こちらもＪＡＸＡが産学官の結節点として、宇宙戦略基金の活用などを通じて、衛星通信技

術の高度化ですとか宇宙産業の発展に取り組んでいるというところでございます。 

 こうした形で、この２つの法人に求められる機能それから役割というのが非常に重要に

なってきているという中で、各分野での研究開発というのをこの２つの法人で牽引してい

ただくということがすごく重要だというふうに考えております。 

 こちらの審議会におきましては、今年度は、ＮＩＣＴとそれからＪＡＸＡの昨年度の業務

評価、こちらを行っていただくということに加えまして、ＮＩＣＴにつきましては、今期が

第５期中長期計画、こちらの最終年度でございますので、現中長期期間の業務実績の見込み

評価というのをお願いすることになります。 

 それから、ＪＡＸＡにつきましては、昨年度が第４期中長期期間の最終年度だったという

ことでございますので、前中長期期間のこちらの業務実績の評価というのも行っていただ

くということになります。 

 本日、少し長丁場となりますけれども、本日は、ＮＩＣＴの徳田理事長、それからＪＡＸ

Ａの山川理事長にも御出席いただいて、各法人の最近の取組についてプレゼンをいただく

ということになっております。 

 委員それから専門委員の皆様方におかれましては、この２つの法人の研究開発成果を最

大化していく、それから業務を改善化していくにはどうしたらよいかということで、ぜひい

ろいろな御意見というのを頂戴しまして、活発に御審議いただければと思います。よろしく

お願いいたします。 

 以上、御挨拶とさせていただきます。ありがとうございました。 

【平野補佐】  近藤審議官、ありがとうございました。 

 なお、近藤審議官は公務のため途中退席させていただきます。 

 それでは、本日の配付紙を確認させていただきます。議事次第に記載のとおり、資料国研

２２－１から２２－４まで、また、参考国研２２－１から２２－２までを配付させていただ

いておりますし、メール等でも送付をさせていただいているところでございます。ファイル

の破損等、また手元に資料がないということでございましたら、会議の途中でも構いません

ので、事務局までお知らせください。 

 それでは、議事次第に従いまして議事を進めてまいります。 

 皆様には本年４月１０日付で、資料２２－１の名簿のとおり、総務省国立研究開発法人審

議会委員あるいは専門委員として発令をさせていただいております。 
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 今期から生越先生、小野先生、末松先生、橋本先生、前原先生、森田先生に委員として、

また、荒牧先生、小杉先生、篠田先生、関先生、富樫先生、永山先生、松永先生、八亀先生

に専門委員として、それぞれ御就任いただいております。 

 再任の先生方につきましては、今期においても引き続きとなりますが、どうぞよろしくお

願いいたします。 

 

議  題 

（１）会長互選 

 次に、議題（１）会長互選となります。国立研究開発法人審議会令第４条第１項の規定に

より、会長は委員の中から選出していただくことになっております。委員の皆様方から御推

薦がございましたら、どうぞよろしくお願いいたします。 

【藤野委員】  東洋大学、藤野です。発言してよろしいでしょうか。 

【平野補佐】  はい。お願いいたします。 

【藤野委員】  委員の皆様におかれましては、それぞれ高い御見識をお持ちの方ばかりと

存じますが、千葉商科大学の理事、教授を務められております、情報通信分野における研究

開発にも幅広い知識をお持ちである橋本委員が適任であり、会長をお願いしてはいかがで

しょうか。私は橋本委員を御推薦申し上げます。 

【平野補佐】  ありがとうございます。ただいま藤野委員から橋本委員を会長にとの御推

薦がございましたけれども、皆様、いかがでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

【平野補佐】  ありがとうございます。 

 それでは、橋本委員に会長をお願いしたいと思います。ここからの議事進行は橋本会長に

お願いいたします。 

【橋本会長】  ありがとうございます。ただいま藤野委員から御推薦いただき会長に選出

されましたので、一言御挨拶を申し上げたいと思います。 

 私はここ数年、専門委員として、ＮＩＣＴの担当をしてこの活動に参画させていただいて

おりました。それを通じまして、日本の技術力のアピールしていくことの重要性であったり、

この活動の日本におけるとても大切なものであるということを理解しながら、これを担当

してまいりました。 

 このたび、会長という大役を仰せつかりまして、全然力不足で微力ではありますが、私が
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できる限り、精いっぱいこの活動に貢献できるように、皆様とともに協力して、日本の技術

のレベルを上げて世界にアピールできるようにしていきたいと思いますので、どうぞよろ

しくお願いいたします。 

 それでは、お手元の議事次第に従いまして、議事を進めてまいりたいと思います。 

（２）会長代理の指名 

 【橋本会長】  では、まず、議事（２）会長代理の指名とさせていただきます。ここで、

私が会長として本審議会を主宰できない場合に代行をお願いする会長代理を決めたいと思

います。会長代理は、総務省国立研究開発法人審議会令第４条第３項により会長が指名する

こととなっておりますので、私のほうから指名させていただきます。 

 会長代理ですが、藤野委員にお願いしたいと思いますが、藤野委員、よろしいでしょうか。 

【藤野委員】  藤野です。引き受けさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

【橋本会長】  ありがとうございます。それでは、どうぞよろしくお願いいたします。 

（３）各部会構成員の指名 

 【橋本会長】  では、続きまして、議題（３）各部会構成員の指名となります。本審議

会の下に設置される情報通信研究機構部会と宇宙航空研究開発機構部会の構成員を決定し

たいと思います。両部会の構成員は、総務省国立研究開発法人審議会令第５条第２項により、

会長が指名することとなっております。それぞれの部会の構成員につきましては、ただいま

画面に表示しているとおりお願いいたします。 

 各部会の構成員の皆様におかれましては、今後、精力的な御審議をお願いいたします。 

（４）今後のスケジュール等について 

【橋本会長】  では、まず、議題（４）今後のスケジュール等について、事務局より説明

をお願いいたします。 

【津幡研究官】  お手元の資料国研２２－２を御覧ください。総務省国立研究開発法人審

議会の今後のスケジュール等についてでございます。 

 今回、新任の委員の方がたくさんいらっしゃいますので、まず、１ページ目、当審議会の

任務からおさらいをしたいと思います。 

 当審議会の任務でございますけれども、総務省の所管の国立研究開発法人が情報通信研

究機構（ＮＩＣＴ）と宇宙航空研究開発機構（ＪＡＸＡ）の２法人ございます。この２法人

に関しまして、中長期目標、これはＮＩＣＴは５年間、ＪＡＸＡは７年間ということで設定

しておりますけれども、その策定変更に関する御意見、それから、②が主な業務になろうか
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と思いますが、両法人の業務実績評価に関する御意見をいただく。 

 これは各事業年度単位のもの、それから、中長期の５年間、７年間、それぞれについての

業務実績評価なんですけれども、これについては２回お願いすることになっておりまして、

中長期目標期間の最終年度にお願いする見込み評価というものと、最終年度の翌年度にお

願いする業務実績評価、目標期間の評価と２つございます。 

 それから、法人の長の任期が中長期目標期間中に終了する場合、これは実は、法人の長の

退職手当等がこの任期中の期間の業務実績によって決まるということがございますので、

そういう途中で任期が切れる場合の評価というのもお願いすることがございます。 

 それから、③でございます。中長期目標の期間の終了時の評価に合わせて、業務組織の見

直しが必要な場合は、その場合の検討についてもお願いするということになります。 

 ということについて総務大臣に対して御意見をいただくというのが当審議会の役割でご

ざいます。 

 ２ページを御覧ください。これを絵にしたものが２ページでございます。①、②、③とい

う順番で進んでまいります。業務評価については、まず、各法人で自己評価をつくっていた

だいて、当審議会に報告がされます。それを当審議会で、実際には両部会で御検討いただき、

御意見を総務大臣宛てにいただく。総務大臣はそれを基に評価をするということになりま

す。 

 なお、ここには書いてございませんけれども、ＪＡＸＡにつきましては、総務省以外の３

府省、合計４府省の共管でございますので、②の御意見、当審議会の御意見をいただいた後、

各省とも協議の上で総務大臣の評価をつけるということになります。 

 以上が当審議会の主な任務でございます。 

 今年度のスケジュールについて、３ページ、４ページで説明させていただきます。 

 まず、３ページにつきましては、例年行っている内容でございますけれども、本日５月１

６日にまず今年度１回目の審議会、通算第２２回の審議会を開催しております。今、会長の

互選、会長代理の指名、各部会の構成員の指名を行っていただきました。この後、引き続き

ＮＩＣＴ部会第４８回、ＪＡＸＡ部会第３１回を開いて、部会長の互選及び部会長代理の指

名をお願いすることになります。 

 それで、この審議会につきましては、次回８月５日の開催を予定しております。６月・７

月の間、ＮＩＣＴ部会については５月からスタートする予定でございますけれども、６月・

７月の間、各法人の視察あるいは部会の開催、ヒアリング等において、両法人についてそれ
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ぞれ審議会の意見案を取りまとめていただいて、各部会から８月５日に審議会に報告いた

だいて、審議会としての御意見というのを取りまとめてまいりたいと思っております。それ

が８月までのスケジュールです。 

 ４ページでございます。これは今年度ＮＩＣＴのみになりますけれども、ＮＩＣＴについ

ては、今年度、令和７年度で第５期中長期が終了して、８年度から第６期中長期に入るとい

うことでございますので、第６期の中長期目標の策定に関して御意見をいただくというこ

とが、部会では９月・１０月、当審議会では１１月に予定されているというところでござい

ます。 

 今年度いっぱいについては、現時点、今お示ししたスケジュールによって進めていただけ

ればと思っております。 

 事務局から以上でございます。 

【橋本会長】  ありがとうございました。 

 それでは、ただいまの御説明について御意見、御質問等はございませんでしょうか。大丈

夫ですか。では、ＮＩＣＴ部会は秋にも活動があるということで。ありがとうございます。 

（５）国立研究開発法人情報通信研究機構の最近の取組 

【橋本会長】  では、続きまして、議題の５番のほうに行きたいと思います。国立研究開

発法人情報通信研究所機構の最近の取組についてです。ＮＩＣＴの徳田理事長から、ＮＩＣ

Ｔの最近の取組について２０分程度で御紹介いただきたく存じます。徳田理事長、よろしく

お願いいたします。 

【徳田理事長】  御紹介いただきましたＮＩＣＴ理事長の徳田と申します。今日は、２０

分程度いただきまして、ＮＩＣＴにおける最近の取組について御報告させていただければ

と思います。よろしくお願いいたします。 

 ＮＩＣＴは、先ほど近藤審議官からもお話がありましたが、ＩＣＴ、Information and 

Communications Technologyの分野を専門とする我が国唯一の公的研究機関として活動して

おります。役職員数が１,５００名強、そのうちの７００名強が研究者です。そのうちの６

００名程度が様々な分野のＰｈ.Ｄ.を持っている研究者になっています。 

 今年度、令和７年度の運営費交付金は３００億円程度で、私が着任してから大体微増です

けれども、３００億円前後に上がってきています。そのほかに、研究者が競争的資金、ＪＳ

ＰＳとかＪＳＴの競争的資金であったり、企業との共同研究の資金であったり、様々な外部

資金が入っております。 
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 それから、令和４年度から情報通信技術に関する基金を総務省に造っていただきまして、

これは我々新しい基金と呼んでおりますけれども、革新的情報通信技術基金というものが、

令和６年度では補正予算で３５７億円、令和７年度では当初予算１５０億円が積まれてお

りまして、御覧のように、実は私たちの運営交付金より、倍までは行っていませんけれども、

同じ額以上の額を研究開発支援という形で委託または助成をしていくような現状になって

います。 

 今、総務省からお話がありましたように、私たちの中長期計画、５年ごとに設定していま

して、今年度、令和７年度が最終年度となります。令和８年３月末がまとめ、ある意味、締

めの年度となっています。 

 ＮＩＣＴには、資料に緑で書いてあるとおり、研究開発がメインですが、合計３つの柱が

あります。左端が公的サービスで、私たちは、御存じの方もいらっしゃると思いますが、日

本標準時をサポートしています。これは日本のいろいろな社会システムの基盤を支える非

常に大事なサービスです。また、本日の後の議題であるＪＡＸＡとも関係しますが、実は地

上の天気予報と同じように宇宙の天気予報を２４時間３６５日提供する業務も行っていま

す。 

 そのほかに、一番歴史が古いのが無線機器の較正業務で、アンテナとかレシーバーが正し

い周波数で動いているかどうかの較正をします。また、国家公務員や地方公務員を対象にし

たサイバー演習業務も行います。後でお話ししますが、このサイバーセキュリティに関する

業務が非常に増えてきており、国にとっては非常に大事なことですので、私たちも全力でサ

ポートしています。 

 また、予算額的には少額ですが、若手の方たちの人材育成を行っています。Security ハ

ッカソン、ＳｅｃＨａｃｋ３６５では、年間４０名程度の若手２５歳以下の方たちを、２０

名ぐらいのメンターのボランティアの方たちが育成しています。ＮＱＣというＮＩＣＴ 

Quantum Campでは、量子技術ネーティブの方たちを育成するため、年間５０名程度の若い方

を中心に人材育成をしています。ＮＱＣは、実は公的機関からの応募も増えてきていまして、

盛んに行っています。 

 右手が研究開発支援。３つ目の、私たちはファンディングエージェンシーとしての業務も

あり、先ほどお話しした革新的情報通信技術基金事業ということで、数百億の予算で毎年公

募を行い、審査委員会を設置し、応募者を正しく審査・採択し、また、実際に正しく予算が

執行されているかどうかのチェックもさせていただいております。 
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 そのほかに、国内の地域の課題をＩＣＴを使って解決していこうという国内ＩＣＴの研

究開発支援事業であったり、国際的な研究開発支援プロジェクト、日米、日欧、日ドイツ、

日フランスであったり日台湾、それからＡＳＥＡＮ１０か国を対象にした日ＡＳＥＡＮの、

国際共同プロジェクトなどを支援しています。 

 次のページがＮＩＣＴの所在地で、北は仙台の東北大学の片平キャンパスの中に、旧称は

耐災害ＩＣＴセンターでしたが、現在はレジリエントＩＣＴ研究センターがあります。本部

が真ん中の小金井で、関西地区に、けいはんな地区にユニバーサルコミュニケーション研究

所、神戸のほうに未来ＩＣＴ研究所、それから、大学との連携も強化していまして、大阪吹

田の大阪大学キャンパス内に、脳情報通信融合研究センターがあります。 

 さらに海外に、ワシントンＤ.Ｃ.に北米の連携センター、フランスのパリにヨーロッパ連

携センター、それから、アジア連携センターはタイのバンコクに、チュラーロンコーン大学

の中に連携センターを持っています。 

 これが現在の第５期の組織構成になります。第５期の中で新たに様々なユニットを立ち

上げています。令和６年度に、ＡＩ研究開発推進ユニットや、総務省からの依頼もあり、右

下にありますが、ＧＰＡＩ東京エキスパートサポートセンター、Global Partnership on AI

というアクティビティーがＯＥＣＤの中にあり、その東京エキスパートサポートセンター

を昨年開設しました。今まで、カナダのモントリオールにＣＥＩＭＡというエキスパートサ

ポートセンターがあり、もう一つは、フランスのＩｎｒｉａの中にパリのエキスパートサポ

ートセンターがありますが、３つ目のエキスパートサポートセンターをＮＩＣＴがホスト

しています。 

 ＮＩＣＴがカバーしています研究開発分野は非常に幅が広いですが、戦略４領域のイメ

ージを少し見ていただくためにビデオを御用意しましたので、御覧ください。 

（動画上映） 

【徳田理事長】  ＮＩＣＴは実は、２００４年に当時の通信放送機構（ＴＡＯ）と通信総

合研究所（ＣＲＬ）が統合して独立行政法人情報通信研究機構となりまして、昨年２０２４

年に２０周年を迎えました。 

 その間、様々なセンターやユニットが設置されたました。今回お話ししている第５期では、

ＧＰＡＩ東京ＥＳＣ、ＡＩ研究開発推進ユニット、それから、この１月からスタートしてい

ますが、ＡＩのセキュリティにフォーカスして研究するＡＩセキュリティ研究センターが

設置されています。右下にあるような２０周年記念誌も、オンライン、それからフィジカル
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にも出飯していますので、御興味のある方は見ていただければと思います。 

 ちょうど２０年ということで、実は２００３年から計画されていて、European Space 

Agencyが地球観測の計画の一部としてＥａｒｔｈＣＡＲＥという衛星を打ち上げられまし

た。今から１０年ぐらい前に本来打ち上げる予定だったのですが、ロケットの不調だったり

センサーの不調であったり、ヨーロッパのロケットからロシアのロケットに変わり、また変

わって、昨年に、スペースＸのＦａｌｃｏｎ－９で打ち上げられました。右下に、今日私の

後お話しされるＪＡＸＡの山川理事長とＥＳＡの長官と私で、昨年５月にこの打上げに立

ち会ってきました。 

 実際に２０年かけてやっと科学的な技術が実装されるという例でお持ちしたのですが、

衛星から初めて地球上の雲またはエアゾールの垂直方向の動きをセンシングするCloud 

Profiling Radar、ＣＰＲというものをＪＡＸＡとＮＩＣＴで共同開発しました。もともと

打上げの衛星や何かは、ほとんどはＥＳＡの資金だそうですが――４分の３ぐらいでしょ

うか。センサーの部分、４ついろいろな機器が積んでありますが、少しこのショートビデオ

で御覧ください。 

 カリフォルニアのロサンゼルスから少し離れたところ、海岸のほうに行ったところで、ヴ

ァンデンバーグ宇宙軍基地というところがあります。その一部をスペースＸが借りていて、

ロケット、曇っているのですぐ消えてしまいますが、打上げて、地上４００キロに衛星をリ

リースするところのビデオを持ってきましたので、御覧いただければと思います。 

 ロケットは、すぐ雲に入ってしまいますが、１０分以内に地上４００キロに行きます。Ｔ

プラス９です。衛星がリリースされます。 

 これは２０年かかった研究成果というより、今後、衛星から来る様々なデータを解析する

ということで、私は無事に打ち上がって喜んでいたのですが、横にいた研究者は、これから

が大変で、一生懸命校正をしたりとかデータを整理・分析することになります。 

 既に６月にデータがきちんと取られてキャリブレーションされて、地上５,０００メータ

ーぐらいから雲の中にあるエアゾールが水になって落ち、そこから下向きの加速度が大き

くなるというので、５,０００メーター付近から大きく値が変わっているのがきちんと計測

されていて、地球の温暖化に雲とかエアゾールがどのような影響をするかといった研究に

貢献できると期待されています。 

 それでは、少しＮＩＣＴの業務にフォーカスしてお話しさせていただければと思います。

第５期中長期では、運営方針としてＣＯＣ２.０、最初のＣＯＣが、Collaboration、Open 



 -11- 

Mind、Open Innovationの「Ｏ」と、それからChallenger’s Spirit、チャレンジャーとして

の気概を持って研究開発に当たってくださいという「C」で、“ＣＯＣ”を訴えていたのです

が、それプラス、第５期では、ＮＩＣＴのＤＸ化、デジタル変革とComputing & Communication 

for Carbon Neutralということで、ゲームチェンジを意識して、日本のＩＣＴ研究開発の、

研究開発能力の強化もそうですが、ハブを目指して、産官学の結節点となって機能できるよ

うに強化していくということで、”COC2.0”をお話ししています。 

 個人のクリエーティビティーが発揮されて共創が促進されるような環境、それから、ＮＩ

ＣＴの場合には、研究開発のＤＸとともに、業務・組織のＤＸ化の強化の検討に力を入れて

います。第５期が始まり、業務企画部という部署を立ち上げまして、その中でカーボンニュ

ートラルプロジェクトであったり、業務改革のための業務ＤＸであったり、共通ＤＸ化など、

様々なＤＸプロジェクトがＮＩＣＴの中では動いています。 

 もう一つ、研究者に向けては、従来のＮＩＣＴの社会実装に向けた文化は、基礎研究をき

っちりやって、応用研究につなげて、その後、実証研究をやって、お手元の資料では２２ペ

ージになります。最終的に社会実装にリニアに全部つながっています。 

 しかも、ＮＩＣＴの外とは実線で分かれているような雰囲気で研究開発が多く粛々とや

られていたのですが、私が着任してからは、ノン・リニアモデルと言いまして、基礎のフェ

ーズであろうと応用のフェーズであろうと、あらゆる研究開発のフェーズで、外部の方たち、

ステークホルダーとお話をしたりコンソーシアムのメンバーと議論して、それを取り込ん

で、一部分でも可能であればどんどん社会展開して使っていただくということを繰り返し

て、使っていただくと何が基礎的な課題かが分かりますので、そのフィードバックを基にま

た加速をするという、こういうノン・リニアモデルで研究開発をやってくださいということ

で進めてきています。 

 この左側が先ほどお話がありました戦略４領域ですが、下に文鎮のような形があります

が、５つの研究所が基礎となっています。ここに書いてありますが、電磁波先進技術が電磁

波研究所、革新的ネットワークの分野がネットワーク研究所、サイバーセキュリティ研究所、

ユニバーサルコミュニケーション研究所、それから、フロンティアサイエンスのところが未

来ＩＣＴ研究所ということで、非常に多岐に、レイヤーで言いますと、ＩＣＴの次世代のデ

バイスから一番上の生成ＡＩのようなアプリケーションまで全部カバーして、非常に幅広

い分野をカバーしています。 

 ＮＩＣＴ部会の中では、これらは個別に研究成果が報告されると思いますので、私のほう
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は少しハイライトのところだけ今日お持ちしています。 

 次のページに、戦略４領域のところですが、まず、Ｂｅｙｏｎｄ ５Ｇ・６Ｇは、私たち

ＮＩＣＴの自主研究もありますが、金額的には非常に大きな基金を、令和４年度で立ち上が

ったのが６６２億ですが、今年度までで１,０００億以上の基金が積み上げられていまして、

企業の方、大学の方を含めて助成事業や委託事業が動いております。 

 それから、右側に、量子情報通信の分野、この分野も国家的に非常に国際競争が激しくて、

"Quantum Safe Nation”という言葉がありますけれども、シンガポール政府はいち早く量子

セーフな環境を提供するため、キャリアも量子暗号通信のサービスを始めています。ＮＩＣ

Ｔの中では、世界の中でもいち早く量子鍵配送ネットワーク（Quantum Key Distribution 

Network）をつくりまして、東京ＱＫＤネットワークと言います。実際に今、テストベッド

のネットワークを複数の金融機関や民間の方たちを巻き込んで、従来の防衛省や警察庁だ

けではなくて民間の方たちにも入っていただいて、例えば、ウェブ秘匿会議、４Ｋビデオの

データを暗号化して実際にデータを配信できるような安全な環境を実証したり、または、国

産の理研の量子コンピューターとの接続実験、こういうものも昨年度から進めています。 

 それから、サイバーセキュリティはある意味一番ハブとしての機能が進んでいまして、産

学官連携拠点としてのＣＹＮＥＸアライアンスを設立して運営しています。現在９２組織

に拡大しており、様々な情報分析技術であったり人材育成であったり、日本産のセキュリテ

ィ製品の評価をできるような環境を提供しています。 

 そのほかに令和６年度から始めた事業としては、国産のセキュリティソフトウエア、ＣＹ

ＸＲＯＳＳ Ａｇｅｎｔというものを開発しまして、政府端末８,０００台規模、主に総務

省の端末が多いですが、実際にセキュリティ情報の収集をリアルタイムに行っています。 

 これも従来ですと、セキュリティ情報の多くは海外の企業から買って、日本のデータが海

外に行って、日本の企業が海外からのデータを買い戻していろいろやっているという状況

がありますので、日本国内で様々なサイバーセキュリティに関するマルウエアの情報や攻

撃に関するインテリジェンス情報が収集できて分析できる能力を高めています。 

 それから、右下のＡＩは、関西地区にあるユニバーサルコミュニケーション研究所で、こ

れは新しくできたデータセンターのビルですが、まだ残念ながら、予算は立てていただいた

のですが、生成ＡＩの研究開発を推進するための計算リソース、令和６年度予算分のＧＰＧ

ＰＵが残念ながらまだ納品されていません。今ある現状のＧＰＧＰＵを使って１３０億、４

００億、１,７９０億、３,１００億パラメーターのＣｈａｔＧＰＴ３.５ぐらいより多い規
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模のＬＬＭを自前で構築し評価しています。 

 それから、特に日本語に関する学習用の言語データ、最大規模の２２.９テラバイトのデ

ータを整備して、民間企業や大学と共同研究ベースでこれを提供しています。 

 ユニバーサルコミュニケーション研究所では長年、多言語音声翻訳を研究開発していま

して、今回、２０２５年の大阪・関西万博に向けて、同時通訳レベルに技術を立ち上げまし

た。通常の音声翻訳ですと、センテンス・バイ・センテンスで翻訳されていますが、これを

短いチャンクという単位に分割し、分かるところで人間の同時通訳者は翻訳するので、その

技術を活用して日中韓同時に３か国、英語から翻訳できる例を見ていただきます。 

（動画上映） 

【徳田理事長】  実際にこれらの技術はＮＩＣＴからさまざまな企業にライセンスされ

ていまして、ＴＯＰＰＡＮが大阪・関西万博の会場でＬｉｖｅＴｒａ、ライブ・トランスレ

ーションの略ですが、セミナー等で実際に商用利用されています。 

 それから、ほかにも第５期中長期最後の年度に向けて、今までＮＩＣＴが研究開発してき

た様々なものが社会実装・社会展開されておりまして、左側はメタ社と実証実験をしている

高精度の時刻同期の、赤い枠で囲まれているのがＷｉ－Ｗｉのドーターボードです。また、

銀行関係とともに不正なトランザクションを検知するDeepProtectという技術があります。

銀行支店間でも生のトランザクションデータは送りたくないということで、不正送金等を

学習するモデルのパラメーターだけを暗号化して中央のサーバーに送り、そこでマージし

て精度を上げて、もう一度各支店に配る。このように、連合学習をやりつつ、かつプライバ

シーも保護できるという優れたアルゴリズムをつくっており、そういうものに銀行業界と

ともに取り組んでいます。 

 右端は、ＮＩＣＴや企業の方を中心に研究してきたマルチモード、マルチコアのファイバ

ーの社会実装が進んでおりまして、右上は、グーグル社が台湾、フィリピンで、世界で初め

てＮＥＣ社製の２コアのマルチファイバーが使われました。 

 それから、右下は、イタリアでも４コアのマルチコアファイバーが、ラクイラ（L'Aquila）

の街で実証実験はされていたのですが、国内ではなかなか実証する機会がないので、ＮＩＣ

Ｔの未来ＩＣＴ研究所の中に世界で初めて４コアのマルチコアファイバーを８本、合計し

ますと３２本のファイバーを、３ミリという非常に細い外径で、非圧縮の８Ｋ映像をリアル

タイムに送る実装をしました。これも先ほどお話しした研究ＤＸの一環なのですが、クリー

ンルームを歩き回って不具合が起きている場所や事故が起きている場所を特定するのでは
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なく、リアルタイムに８Ｋモニターを見ながら研究環境の管理ができるというようなこと

が行われています。非常にユニークな取組です。 

 令和６年度における主な取組の実績を整理しますと、ファンディングエージェンシーの

機能としては、今までやってきました基金を基に行われていた研究開発支援に加えて、昨年

度は、共通基盤技術確立型、それから国際標準化活動支援型。共通基盤というのは、オール

光のネットワークであったり、Terrestrial NetworkとNon-Terrestrial Networkの融合の

テーマであったり、仮想ネットワークの技術等に強化してファンドが流れていたわけです

が、それに加えて、オール光のネットワークをキャリアとインディペンデントに共通してイ

ンターオペラビリティーを担保できるような共通基盤技術をつくるという枠であったり、

やはりきちっと国際標準化活動を支援しないと日本のプレゼンスが上がっていかないとい

うことで、総務省の方たちとともに、この国際標準化活動支援という枠を新設してあります。 

 それから、海外機関との研究協力連携の推進、国内外への広報活動強化ということで、

様々な大学、それから企業の方たちとの連携、国際共同ワークショップ等も含めて、毎年バ

ルセロナで開催されるMobile World Congress２０２５へ日本パビリオンとともにＮＩＣＴ

単独で出展して、日本・ドイツ、日本・シンガポールの共同デモンストレーション等を行い、

日本のプレゼンス向上を図りました。 

 それから、生成ＡＩは、非常にインパクトの大きい技術ですので、ＮＩＣＴが先ほどお話

ししたＧＰＡＩ東京エキスパートサポートセンターを設置しているだけではなく、昨年７

月にＮＩＣＴの中に設置したＡＩ研究開発推進ユニットで、ＳＡＩＬファンドを立ち上げ、

私たちＮＩＣＴが強みとする様々なデータと、生成ＡＩや新しい機械学習の技術を活用し

て、研究の効率向上のアイディアや新しい手法を開発しています。 

 それから、４番目の研究者の処遇改善と人材育成・確保。これは私たちＮＩＣＴだけでは

なくて、あらゆる国立研究開発法人の課題の一つでして、私たちのような情報通信技術分野

は、非常にマーケットバリューがあり、ＡＩやサイバーセキュリティなど、圧倒的に企業の

ほうが高い給与を出しており、それに対抗できるようないろいろな工夫をしています。 

 ここには書いてありませんが、特定研究プロジェクトを指定して手当を提供するような

ものであったり、これは事務のことを書いてありますが、ＮＩＣＴ独自の特例任用制度の運

用を開始して、６０歳を過ぎても引き続き管理職、監督職として処遇する制度であったり、

女性研究者公募また若手研究者公募（修士新卒型）などを実施するとともに、この方たちが

博士課程に行きたいといった場合には、それを支援できるような制度を整備しました。 
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 それから、先ほどお話しした基金の業務が、非常に業務量が増えておりますし、実際にＮ

ＩＣＴでつくった技術を社会に出すためのサポーター役、リサーチアドミニストレーター、

特に大学ではユニバーシティ・リサーチ・アドミニストレーターというポジションが増えて

いると思いますが、それに加えて、ＮＩＣＴ版リサーチ・アドミニストレーターという制度

を立ち上げて、研究マネジメント研修業務や制度化を図っています。 

 それから、ダイバーシティの推進ということで、ダイバーシティ推進室をきちっとした室

として格上げしまして、ＮＩＣＴ Ｄｉｖｅｒｓｉｔｙ Ｄａｙとか外国籍職員との意見交

換会を開催しています。 

 それから、次期中長期に向けた検討会等もワーキンググループという形で行っていまし

て、第６期の柱となる研究課題であったり領域の整理を行ってきました。 

 写真だけで駆け足になりますが、ワークショップ、年２回ドイツとは開催しています。そ

れから、私たちはドイツのＢｅｙｏｎｄ ５Ｇに相当する６Ｇの６ＧＥＭ総会に招待され

たり、フランスのＩｎｒｉａとＮＩＣＴのワークショップであったり、または、様々な大学、

アメリカのノースイースタン大学であったり、シンガポール工科デザイン大学とのＭＯＵ

であったり、これはＭＷＣ２０２５での出展風景ですけれども、右側がジャパンパビリオン

で、左側がＮＩＣＴのブースとなっていて、いろいろなデモを展示しました。 

 令和７年度における主な取組としては、第５期中長期計画の研究成果最大化と社会実装

の加速、先ほどお話ししましたように締めの年度になりますので、重点５分野と戦略４領域、

Ｂｅｙｏｎｄ ５Ｇ、量子情報通信、ＡＩ、サイバーセキュリティの成果の最大化と社会実

装の加速をめざします。 

 それから、国内外に向けてＢｅｙｏｎｄ ５Ｇ・６Ｇの成果を発信できるイノベーション

拠点というのも日本橋に設置しようとして準備を始めています。 

 ２０２５年の大阪・関西万博では、総務省が準備している５月下旬のＢ５Ｇ Ｒｅａｄｙ

ショーケースへの展示であったり、ＡＩ同時通訳やサイバーセキュリティ監視による会場

支援業務、それから起業家甲子園・起業家万博関連のイベントの実施を予定しています。 

 それから、次期中長期計画や組織構造の検討とワーキンググループということで、先ほど

お話ししました基金事業や国際的なワークショップを含めて、国際共同プロジェクト等を

踏まえて、新しい国際連携展開ファンドの枠組みの再構成の検討等も始めています。 

 研究者の処遇改善と人材確保ということで、先ほど少し私が触れました特定研究開発課

題、これに従事する職員に支給する研究員特別手当というものも改正しないと、たくさんの
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研究者が引き抜かれたり、そういう事実もありまして、処遇を改善していきたいと思ってい

ます。 

 最後、国の政策実施機関としての機能強化ということで、ＧＰＡＩ東京イノベーションセ

ンターやＡＩに関しては、ＡＩＳＩ（AI Safety Institute）もＩＰＡの中にできています

が、協力しながらＡＩ広島プロセスの方向性をプッシュしてできればと思っています。 

 それから、機構が実施する公的サービスの革新ということで、例えば、時間のサービスと

いうのは、日本標準時、電波で配ったりＮＴＰプロトコルで配っていたわけですが、光通信

技術が非常に安定してきていますので、日本標準時をそのまま光ファイバーで遠隔地まで

フィードできるようなサービスの議論をしています。ですから、日本橋の近くにあるところ

には直接日本標準時がフィードできるようなサービスを、ＮＴＴさんもＩＷＯＮの中で光

格子時計のサービス等も考えているそうですが、そういうところとも協力しながら、新しい

公的サービスの形を議論しています。 

 最後、締めになりますが、写真で、先ほどお話ししました大阪・関西万博のＢ５Ｇ Ｒｅ

ａｄｙショーケースが５月の下旬に開催されますので、お時間があればぜひ来ていただけ

れば。この大屋根リングが有名ですが、この赤丸のメッセという場所にありますので、ぜひ

お時間があれば来ていただければと思っています。 

 それから、ＡＩ研究開発推進ユニットが公募しているＳＡＩＬファンドに手を挙げてく

れた２８件の応募課題から１４件を採択したのですが、非常に私たちの研究開発業務と密

接に関係していますので、できるだけ幅広く分野横断的なＡＩ関連プロジェクトを機構内

のファンドでサポートしていこうと思っています。これも次期中長期に向けては非常に重

要な研究テーマの一つになってくると思っています。 

 それから、世界中の有識者をお招きしてＧＰＡＩ関連の東京イノベーションワークショ

ップを５月の２８、２９日の２日間、４０か国から１５０名超の規模で日本橋で開催する予

定です。特にＥＬＳＩに関する議論をＧＰＡＩ東京ＥＳＣでは議論していただくのですが、

マルチステークホルダー間の相互理解の促進であったり、新しいプロジェクトの立上げを

議論するということで、国際ＡＩガバナンスの枠組み相互運用性であったり、多言語・多文

化対応ＡＩであったり、グローバル・サウスのＡＩ利活用とＡＩエコシステムの強化、オー

プンソースＡＩといったことを議論していただく予定になっています。 

 それから、最後、ダイバーシティ推進室を立ち上げまして、ＮＩＣＴの中でＤＥ＆Ｉのロ

ゴマークも右下のように作りまして、我々はダイバーシティを推進して、多様な人材の確保
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とイノベーション創出をするということがＮＩＣＴにとっては非常に大事ですので、ＳＴ

ＥＭ人材育成等の様々なイベントと連携しながら今後もＤＥ＆Ｉを進めていこうと思って

います。 

 こういうホワイトペーパーも出していまして、Ｂ５Ｇであったり量子技術のホワイトペ

ーパーであったり、一昨年から、初めての試みになりますが、情報通信分野での我が国初め

てのＩＣＴ俯瞰報告書も出しています。 

 以上、少し長くなりましたが、御清聴どうもありがとうございました。 

【橋本会長】  ありがとうございました。 

 ただいまの御説明につきまして、御質問、御意見等はございませんでしょうか。これから

昨年度の評価を行うに当たりまして、大局的な観点からのコメント等をお願いできればと

思います。いかがでしょうか。 

【関専門委員】  １つよろしいですか。 

【橋本会長】  もちろん。どうぞ、関先生。 

【関専門委員】  詳細な説明どうもありがとうございました。私からは人材育成に関して

伺いたいんですけれども。 

 先ほど、人材育成プログラムとして２５歳以下を対象としてやっていらっしゃるという

ことなんですが、社会的にはいろいろな雇用の流動化とかリスキリングの必要性とかも言

われていますので、その辺り、年齢枠とかを今後もうちょっと拡大するような取組とかは考

えていらっしゃいますでしょうか。 

【徳田理事長】  御質問どうもありがとうございます。 

 ＳｅｃＨａｃｋ３６５の最初の立上げの趣旨がベスト・オブ・ベストをつくっていくとい

うことで、従来の初等中等教育でやっていた場合にトップノッチが育たないということで、

初期の段階からオン・ザ・ジョブトレーニングを含めてやりましょうということでスタート

した経緯があり、２５歳以下にフォーカスしています。 

 一方で、今御指摘がありましたように、リスキリングという視点からは、サイバーセキュ

リティに関する様々なトレーニングが民間でも提供されていますし、今日お時間がないの

で、私たち御説明を省いてしまったのですが、ＮＩＣＴにはナショナルサイバートレーニン

グセンターというセンターがあります。そこで国家公務員・地方公務員の方を対象に毎年３,

０００人以上サイバーセキュリティのトレーニングをしていまして、国・自治体の機関の方

は無料で、それ以外は有料になってしまうのですが、手を挙げていただければ、そういうＣ
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ＹＤＥＲというトレーニングプログラム等にも参加できます。年間１００か所以上で開催

しています。そういうこともリスキリングに活用していただければ可能かなと思います。 

 残念ながら今のところ無償にはならなくて、無償にしてしまいますとおそらく民業圧迫

になってしまうと思います。ありがとうございます。 

【関専門委員】  ありがとうございます。 

【橋本会長】  ありがとうございます。ほかにございますでしょうか。よろしいですかね。 

 非常に重要な御質問をいただけたと思います。こういったことが今後の議論でさらに深

めていければと思いますので、よろしくお願いいたします。 

（６）国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構の最近の取組 

【橋本会長】  それでは、続きまして、議題６、国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構

の最近の取組について御紹介いただきたいと思います。引き続き、ＪＡＸＡの山川理事長か

ら、ＪＡＸＡの最近の取組について２０分程度で御紹介いただきたいと思います。山川理事

長、よろしくお願いいたします。 

【山川理事長】  ただいま御紹介いただきましたＪＡＸＡ国立研究開発法人宇宙航空研

究開発機構の理事長の山川でございます。本日はこのような機会をいただきまして、ありが

とうございます。 

 次のページお願いします。まず、ＪＡＸＡについてですけれども、この図は政府の宇宙航

空関係の体制を示しておりまして、ＪＡＸＡはほぼ全ての府省と様々な連携をしていると

ころでございます。直接的には、文部科学省、総務省、内閣府、経産省、この４府省の共管

でございますけれども、主務省としては文部科学省ということになります。 

 次のページをお願いします。ＪＡＸＡは、２００３年なので今から２２年ほど前に、当時、

宇宙と航空関係の３つの機関が統合する形で設立されました。現在、職員数約１,６００名、

予算規模としては、補正と当初予算を含めて２,１００億ぐらいということになります。 

 また、左下に、日本地図の中にＪＡＸＡの事業所等々が書かれておりますけれども、北海

道から沖縄まで含めて約２０か所に様々なセンターですとか射場ですとか実験施設等々が

ございます。また、この資料にはありませんけれども、海外にも、アメリカで言いますとワ

シントンＤ.Ｃ.、ヒューストン、ヨーロッパはパリ、モスクワ、そして、アジアではバンコ

クと、５つのオフィスがございます。 

 次お願いします。ＪＡＸＡですけれども、私を含めて役員が９名おりまして、それぞれ担

当が書かれておりますが、詳細については省きたいと思います。 
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 次お願いします。２０２４年度、昨年度で第４期の中長期計画７年間が終了しまして、今

年度から第５期の中長期計画に入ったところでございます。第４期の中長期計画における

ＪＡＸＡとしての大きな目標としては、ここにございますように５つありまして、宇宙安全

保障への貢献あるいは確保、国土強靱化・地球規模課題への対応とイノベーションの実現、

宇宙科学・探査における知の創造・産業の創造への貢献、そして、それらを支える基盤の強

化。そして、ＪＡＸＡは宇宙と航空両方やっておりますので、航空に関しては、人と地球に

優しい持続可能な航空利用社会の実現、これがＪＡＸＡとしての大きな目標でございます。 

 次お願いします。これは詳細なので飛ばしたいと思います。 

 次のページお願いいたします。これも飛ばしたいと思います。 

 具体的に最近の取組ということで、各項目に沿ってお話ししたいと思います。まず、宇宙

輸送、これはロケットのことでございますけれども、ＪＡＸＡの主力ロケットとして二十数

年間運用しておりますＨ－ⅡＡロケット、Ｈ－ⅡＢロケットがございますが、間もなく、今

年６月、来月になりますけれども、Ｈ－ⅡＡロケットの最終号機５０機目を打ち上げる予定

でございます。 

 また、このＨ－ⅡＡ、Ｈ－ⅡＢは液体燃料の大型ロケットですけれども、もう一つ基盤と

なる基幹ロケットとして固体燃料のイプシロンロケットがございまして、イプシロンロケ

ットについては運用を終了しておりますけれども、次の世代のための開発、つまり、イプシ

ロンＳロケットの開発を現在行っているところでございます。また、液体燃料ロケットに関

しては、昨年Ｈ３ロケットが運用フェーズに入りまして、現在のところ、実用的な衛星を複

数機打ち上げているところでございます。 

 次お願いします。もう少し具体的に言いますと、Ｈ３ロケットに関しては、一番大事な目

的が、上のほうに２つ書かれておりますけれども、我が国の宇宙活動の自立性の確保という

のが最大の目標でありまして、そのために政府衛星とか、あるいは民間の衛星、大学の衛星、

あるいは海外の衛星を打ち上げていく、そういった能力を確保していくこと、そして、国際

競争力あるロケット、これは科学的な面もありますけれども、高い信頼性ですとか、あるい

は、打ち上げる必要があるときに打ち上げる。そういった国際競争力あるロケット及びその

打ち上げのサービスを提供するというのが大きな目的でございます。 

 次お願いします。それから、固体燃料ロケットのほうですけれども、イプシロンＳについ

ては、これは即応性が高く、戦略的な技術として重要なロケットでございます。下のほうに、

昨年ですけれども、地上の試験、地上燃焼試験と呼んでおりますが、ここにおきまして、モ
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ーターというのはロケットの部分ですけれども、モーターの異常燃焼により爆発事象が起

きまして、この原因の究明を現在行っているところでありまして、できるだけ早く打ち上げ

のフェーズまで持っていきたいというふうに考えているところでございます。 

 次お願いします。次が衛星ですけれども、衛星、非常に大きく分けて、地球観測、時刻と

位置を提供する衛星測位、そして衛星通信とございますけれども、まず、リモートセンシン

グ、地球観測の分野でございます。ＪＡＸＡは現在、全部で８つの地球観測衛星を過去に打

ち上げ運用しているところでございますけれども、例えば、一番上に書かれておりますよう

に、世界で初めてのＣＯ２に特化した観測を行う、そういった地球観測衛星を打ち上げてお

りまして、既に２号機も打ち上げ、そして、先ほど申し上げたＨ－ⅡＡロケットの最終号機

では、３つ目の温室効果ガスの観測衛星を打ち上げる予定でございます。 

 また、その下にありますＡＬＯＳ－２、だいち２号というのはレーダー観測衛星なんです

けれども、レーダー観測によって、特に災害対応あるいは国土管理、海洋観測、そして地球

環境の観測等と様々なところでデータが用いられている衛星です。また、そのほかにも、「し

ずく」と書かれているように、水に関係する地球環境データを取得する、そういったものも

運用しているところでございます。 

 下のほうには、ＣＯ２の観測のデータですとか、あるいは、昨年の能登半島地震における

緊急観測を実施した例がございますけれども、そういったところで貢献しているところで

ございます。 

 次お願いします。また、先ほどＥａｒｔｈＣＡＲＥ、既にＮＩＣＴ徳田理事長によって詳

細に説明されましたが、ＪＡＸＡとＮＩＣＴで共同で取り組んできた衛星が無事に打ち上

がったというところでございます。詳細については先ほど既に説明されましたので、ここで

は省きたいと思います。 

 また、下のほうに、昨年７月に打ち上げました、先ほどのこれまでずっと運用しているＡ

ＬＯＳ－２、だいち２号に加えて、さらにＡＬＯＳ－４というレーダー衛星を打ち上げまし

て、非常に広範囲な観測を可能とする衛星でございまして、これも同様に、特に災害対応に

適応していきたいというふうに考えているところであります。 

 次お願いします。これは先般プレスリリースさせていただきましたけれども、今年の６月

２４日に打ち上げを予定している、先ほども御説明いたしました温室効果ガスそれから水

循環を観測するための衛星、ＧＯＳＡＴ－ＧＷの概要でございます。 

 次お願いします。また、準天頂衛星というのは、米国のＧＰＳと同様に正確な時刻そして
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位置を提供する、サービスを提供する衛星システムでございます。２０１０年にこの「みち

びき」という衛星の１号機がＪＡＸＡによって開発・打ち上げ・運用されたんですけれども、

その後、研究開発のフェーズが終わったということで内閣府に移管して、その後、内閣府が

２号機、３号機、４号機を打ち上げたところでありまして、さらに、内閣府が５号機から７

号機を今年から今年度にかけて打ち上げて整備をするところでございます。既にＨ３ロケ

ットによって、つい２月ですかね、６号機については打ち上げ成功したところでありまして、

今年度中に残りの５号機と７号機を打ち上げるところでございます。 

 また、その中で、ＪＡＸＡは、特にミッションペイロード部、つまり、実際に測位のサー

ビスを提供する部分のミッションペイロードの開発を内閣府から受託しております。 

 次お願いします。それから、衛星の基本的な役割のうちの衛星通信の部分ですけれども、

既に２０２０年に打ち上げました光データ中継衛星、これは光通信によって大容量データ

を効率よく地上に送信するための衛星なんですけれども、昨年打ち上げましたＡＬＯＳ－

４という地球観測衛星の大容量データを成功裏に光通信によって衛星間で世界最高の周波

数帯、世界最速の光通信に成功したところでありまして、これは既に運用モードに入ってい

るということでございます。 

 また、下のほうに、ＥＴＳ－９と言って、世界の通信衛星市場での競争力を確保するため

に、非常に大電力あるいは全電化、オール電化と言っておりますけれども、電気的な機能を

強化する、あるいは通信ペイロードのフルデジタル化によって、非常に高性能あるいは柔軟

な運用をすることが可能な、そういった試験衛星を現在開発しているところでございます。 

 次お願いします。次のページ。ありがとうございます。また、有人活動ですけれども、日

本は数十年にわたって国際宇宙ステーションで活動してまいりました。その中で、国際宇宙

ステーションに物資を輸送する「こうのとり」という物資輸送宇宙船がありますけれども、

それを使ってこれまで物資を補給してまいりましたし、今年はそのバージョンアップ版の

ＨＴＶ－Ｘというものを打ち上げ予定なんですが、引き続き、国際宇宙ステーションに様々

な物資を補給する、そういったことで貢献していきたいと考えております。 

 また、「きぼう」という日本実験棟がございますけれども、そこにおきまして様々な科学

実験を行っているところでありまして、現在も大西宇宙飛行士が軌道上におりますが、大西

飛行士を含めて国際宇宙ステーションで様々な研究開発業務を進めているところでありま

す。 

 そして、これまでＪＡＸＡ宇宙飛行士１３名おりますけれども、ＩＳＳへの長期滞在を完
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遂した宇宙飛行士はのべ１２名、今年はさらに、夏以降に油井宇宙飛行士が長期滞在する予

定でございまして、有人宇宙飛行という観点でも非常に大きな貢献をしているところでご

ざいます。 

 次お願いします。また、米国と欧州、そして日本、さらにカナダ等々と連携して進めてお

ります国際宇宙探査計画アルテミスというのがございますけれども、そこにおきましても、

月を周回する宇宙ステーションＧａｔｅｗａｙに対する貢献、あるいは、一番下にあります

けれども、月面に宇宙飛行士が滞在、そして、様々な活動ができる有人与圧ローバというも

のを現在鋭意開発中でございます。 

 また、中ほどにあるＬＵＰＥＸというのは、日本とインドが共同で取り組んでいる月の極

域を探査するためのものでありまして、日本は打ち上げと、それから月面を移動するローバ

を担当しております。 

 次お願いします。そして、こういった世界的な枠組みで非常に大きな貢献をするというこ

とが極めて重要なんですけれども、これは過去のこれまでの経緯をまとめたページであり

ますので、省きたいと思います。 

 次お願いします。また、非常に大きな分野として宇宙科学・探査というものがございます。

これまで、例えば、宇宙物理学分野、それから太陽系科学分野と、大きな２つの領域で研究

開発あるいはプロジェクトを進めてまいりました。また、それらを支える基礎的な技術、宇

宙理学技術あるいは宇宙工学技術に関しても鋭意取り組んでいるところでございます。 

 １つ１つは述べませんけれども、エックス線宇宙物理学に貢献する「ＸＲＩＳＭ」ですと

か、あるいは、太陽に一番近い惑星であります水星を探査する日本とヨーロッパの共同プロ

ジェクトである「みお」あるいは「ＢｅｐｉＣｏｌｏｍｂｏ」というプロジェクト、そして

小惑星探査機「はやぶさ２」等々、様々なプロジェクトに取り組んでいるところでございま

す。 

 次お願いします。そして、最近の活動ということですので去年の話をさせていただきます

と、昨年の１月に、小型月着陸実証機（ＳＬＩＭ）を使いまして世界で初めて、非常に高い

精度、ピンポイント着陸と言っておりますけれども、世界初の高精度着陸を実証することが

できました。また、右側に、小さな写真で恐縮ですけれども、その着陸の様子を実際に撮影

することができた小さなロボットも展開しているんですが、そういった複数のロボットの

月面展開にも世界で初めて成功したところでございます。 

 また、宇宙科学あるいは探査のプロジェクトは、これから多く打ち上げていく予定なんで
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すけれども、それぞれ下に書かれておりますように、宇宙望遠鏡、つまり、宇宙物理学関係

ですとかあるいは惑星探査関係のミッションが目白押しでありまして、それぞれが、ほぼ全

てが海外との共同プロジェクトということになっております。 

 次お願いします。こういった全体を支える基盤研究というものが非常に重要でありまし

て、我々はそれをフロントローディングと言っておりまして、プロジェクトが始まったとき

にその技術ができるだけレディーであることが望ましいわけですけれども、そのためにも

基礎的な研究開発を進めております。 

 下のほうに主な分野としてありますけれども、先ほど申し上げたとおり、衛星の３つの基

本的な機能であります通信、測位、観測、そして新しい分野としては、軌道上で様々な活動

をする、例えば、衛星にランデブードッキングする、あるいは宇宙ごみにランデブードッキ

ングするとか、そういった新しいサービス分野にも鋭意取り組んでおります。また、宇宙輸

送分野、ロケットですね、それから探査分野、惑星探査、月探査を含む探査分野、そして、

下のほうに共通分野ということでありますけれども、様々な部品、サブシステム、そういっ

たものの開発にも取り組んでいるところでございます。 

 次お願いします。そして、具体的に幾つかのプロジェクトがありまして、研究開発の基礎

研究の中でも特に大型のものに関してはプロジェクトとして組織的に進めているところで

ありまして、時間もあまりありませんが、例えば、一番左上のライダーというのは、森林の

高さを非常に高精度に計測することによって森林の全体のバイオマスを推定し、地球環境

に対して貢献していくというプロジェクト。あるいは、ＣＡＬＬＩＳＴＯというのは、再使

用型ロケットをドイツ、フランスと共同で進めているものであります。 

 右上のＣＲＤ２というのは、日本のスタートアップ企業と連携をして、宇宙ごみ、宇宙環

境を改善して、持続的な宇宙活動を実現するための宇宙ごみを捕獲して除去する、そういっ

たプロジェクトであります。 

 次お願いします。また、安全保障分野で非常に重要な取組としては宇宙状況把握がござい

まして、これはＪＡＸＡというか日本では２０年以上こういった取組をしているんですけ

れども、一言で言いますと、ＪＡＸＡの観点からいいますと、ＪＡＸＡの衛星を守るという

ことでございます。つまり、制御できない宇宙ごみが自分の衛星にぶつかることを阻止する、

回避するために、宇宙ごみの正確な位置、そういった情報を取得して、ＪＡＸＡの衛星にぶ

つかりそうなった場合には、それをＪＡＸＡの衛星のほうがよけると、そういった運用する

ためのものであります。 
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 また、政府においては防衛省が同様のシステムを構築しておりまして、１年半ぐらい前か

ら、ＪＡＸＡと防衛省のシステムを連接して、共同で運用しているところでございます。 

 次お願いします。また、もう一つ大きな分野であります。航空は、非常に大きなテーマと

しては環境への貢献、それからセーフティー、安全に対する貢献という大きな目標がござい

まして、特に産業界との連携を一体としながら進めているところでありまして、詳細は省き

ますけれども、左上にありますように、いろいろな規制がこれから強化されていくと思いま

すので、ＣＯ２排出量の少ないエンジンの開発ですとか、あるいは、騒音ですね、非常に静

かな超音速旅客機の実現に向けたそういった基礎的な研究ですとか、あるいは、一番飛行機

で事故が多いのが、乱気流によって飛行機が揺れることによってけがをするということで

すので、乱気流を予測して回避する。そういった技術も取り組んでいるところであります。 

 また、右側は、これは言葉から想像するのは難しいかもしれませんけれども、多数の例え

ば災害地域ですとか、あるいは大規模なイベントがあったときの警備、警戒というところで

利用されるんですが、多数のヘリコプターですとか飛行機ですとか、あとはＵＡＶですとか

そういったものが錯綜する状況で、全体の運航状況を把握して的確にオペレーションをし

ていくためのシステムをＪＡＸＡが開発しておりまして、それは既に消防防災ヘリにも全

て搭載されているものなんですけれども、そういった安全の観点からのシステムについて

も貢献しているところでございます。 

 次お願いします。これまで述べたところはＪＡＸＡとしての研究開発について述べたん

ですけれども、同時にＪＡＸＡは産業界を非常に強力に支援しているところでありまして、

例えば、ここに書かれているＪ－ＳＰＡＲＣというシステムは、産業界のビジネスモデルと

して、それに必要な技術の開発とその両方を実現するためのプログラムでありまして、ＪＡ

ＸＡと、それから、ある事業を展開したい、実現したい民間企業と一緒に走る、共創してい

くというプログラムであります。 

 これについては特に、ＪＡＸＡ側の支援だけではなくて、民間が自己投資をするというそ

ういった効果も生まれておりまして、まさにＪＡＸＡと民間が一体となって様々な事業の

創出あるいは研究開発の創出をしているというところでございます。具体的な例は右下に

ありますが、省きたいと思います。 

 次お願いします。先ほどのが民間の事業ファーストだとすると、ここに書いてある宇宙探

査イノベーションハブというのは技術ファーストでありまして、民間企業が持っている技

術あるいは目指している技術を使って、市場だけではなくて宇宙でも使える、そういったデ
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ュアルユース、Dual Utilizationというコンセプトの下に民間企業と一緒に開発するもの

であります。 

 一番分かりやすい例で言いますと、先ほど申し上げた月に着陸をしたＳＬＩＭが展開し

た小さなロボットは、ＪＡＸＡとタカラトミーさん、おもちゃメーカー、玩具メーカーのタ

カラトミーさん、あるいは同志社大学、そしてソニーと共同開発したものなんですけれども、

こういったところが実際に宇宙で活躍する、出来上がったものが活躍するという、そういっ

た成果にも結びついているところであります。 

 次お願いします。また、ＪＡＸＡはＮＩＣＴさんと同様に、政府と産業界、アカデミア、

そして国際パートナーを結ぶハブあるいは結節点というところ、そういうふうに位置づけ

られておりますけれども、そういった中で、国際協力というのは我々の中で重要な取組とな

っております。もちろん、上にありますように、それぞれの研究開発を進めるための協力も

ありますし、さらに、今後に向けて取組を拡大するための予備的な取組、多国間での連携を

進めるためのもの、あるいは、特に政府の取組、宇宙外交と言っておりますけれども、宇宙

外交に貢献するための取組等々を鋭意進めております。 

 次のページに、具体的な連携の幾つかを、全部ではありませんけれどもまとめております。

このように関係各国と様々な取組をしているところでありまして、上に書いてありますよ

うに、様々なレイヤーで国際協力を進めているところであります。 

 次お願いします。そして最近、去年からですけれども、ＮＩＣＴさんと同様にファンディ

ングエージェンシー、基金を運用する立場になりました。この中では、真ん中の図で示して

おりますように、内閣府、経産省、文科省、総務省からの基金造成によってＪＡＸＡがそれ

をオペレーションしているというところでありまして、それを我々のほうでは、外部の有識

者のお力をお借りして、実際に公募をしたり、実際にセレクションをしたり、あるいは委託

をしたり、資金の交付、補助金の交付をしたりするというところでありまして、これはＪＡ

ＸＡのための基金ではありませんで、民間企業と大学、あるいは国研等に対する基金という

ことであります。資金の規模としては、昨年３,０００億円、そして、今年も３,０００億円

ついておりまして、非常に大規模な基金となっております。 

 次のページをお願いします。時間もありませんので詳細は省きますけれども、ＪＡＸＡの

役割は、先ほど申し上げたように、全体の事業を進めるために様々な取組をしているという

ことでありまして、かなりの人数を割いて取り組んでいるところでございます。 

 以上となります。ありがとうございます。 
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【橋本会長】  ありがとうございました。 

 ただいまの御説明につきまして、御質問、御意見はございませんでしょうか。どうぞ。 

【藤野会長代理】  東洋大の藤野です。よろしいでしょうか。 

【橋本会長】  はい、どうぞ。 

【藤野会長代理】  よろしくお願いいたします。 

 前回の中期計画から、中期計画期間７年というそういう形になりまして、以前は５年だっ

たという、そういう形でおりますけれども、５年・５年とやってこられたＮＩＣＴさんと違

いまして、ＪＡＸＡさんがこの間７年になりましたときに、そのためのよかったこととか悪

かったことを、理事長の印象とか何かをお伝えいただければと思います。 

【山川理事長】  ありがとうございます。 

 まず、悪かったことというか、７年間の間でロケットの打ち上げ失敗等ございまして、そ

れをもちろん技術的に原因究明して１つ１つ乗り越えてきているということでありまして、

その中で組織としてコミュニケーションですね、取り組む中で、意識改革がやはり重要だろ

うということで、ＪＡＸＡの中はもちろんなんですけれども、外部等も含めてコミュニケー

ションをさらによくしていこうという取組をしたということが改革の中で一番大きかった

というふうに考えているところであります。 

 結果として、例えば、Ｈ３ロケットに関して言いますと、初号機は失敗したんですけれど

も、２号機以降順次成功しておりまして、そういった点が非常に今後の展開を見据えた上で

もよかった点だというふうに思っています。 

 もう一つ、私が７年前に就任したときに最大の目標は何だったかといいますと、ＪＡＸＡ

の役割を拡大していくということでございました。ですので、例えば、安全保障関係の事業

に取り組んでいくということ、それから産業界の支援・育成に果敢に取り組んでいくという

ことでございまして、そのどちらも、先ほどの宇宙戦略基金もその１つかと思いますけれど

も、そのどちらにおいても一定の成果が得られたというふうに私自身は考えております。 

 また、先ほど国際協力についても申し上げましたけれども、特に海外との国際協力という

のは極めて双方にとって重要でございまして、その点についても鋭意強化してきたところ

だというふうに考えております。 

 以上です。 

【橋本会長】  ありがとうございました。藤野先生も、山川理事長、どうもありがとうご

ざいました。 
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【藤野会長代理】  ありがとうございました。 

【橋本会長】  永山専門委員、時間もありますので、簡潔にお願いいたします。 

【永山専門委員】  毎日新聞の永山です。御説明ありがとうございました。 

 今、理事長のお話にもありましたが、今、とてもＪＡＸＡに求められている役割というの

が広がっていると思います。従来の宇宙開発を進めていく上で、現在の体制というのが多分

構築されてきたという歴史があると思うんですけれども、そういった新たな役割を担って

いく上で、今後の組織の在り方ですとか、特に人材の登用・育成という分野について、山川

理事長はどのようなお考えをお持ちか教えてください。 

【山川理事長】  先ほど、ＮＩＣＴさんは極めて積極的に人材確保・育成に努めておられ

ましたけれども、ＪＡＸＡも役割を拡大するに従って、当然ながら人材の確保が急務と、極

めて重要なことになっております。 

 ＪＡＸＡとしては、役割を拡大するにつれて、人材をもっともっと確保する必要に迫られ

ている７年間でございまして、過去においても積極的に人材の確保に努めてきたというと

ころであります。実際に、政府の御了解も得まして、人材の確保をより強化していくという

ことを今進めているところでありまして、新卒採用はもちろんなんですけれども、通年での

経験者採用をどんどんしていくというところで、そういったものを進めているところでご

ざいます。 

 我々としては、人材確保する上で、様々な分野、いわゆる技術系だけではなくて、法的な

知見を持った人、国際協力に秀でた人、産業界の取組に熟知している人、あるいは、産業界

と連携に熟知している人、様々な観点で採用活動を進めているところでございます。 

 以上です。 

【橋本会長】  ありがとうございました。末松委員、お願いいたします。 

【末松委員】  末松です。よろしくお願いいたします。 

 ＪＡＸＡさんは最近基金の運用というのを始められて、うまく立ち上がりつつあるんじ

ゃないかなと思うんですけれども、理事長のほうから、１００人規模の人間、リソースをこ

こに当てて、うまく立ち上げているというお話をいただきました。今いらっしゃる方以外の

真水の増加というのは実際どのぐらいの方が入っていらっしゃるのか。 

 今いるラインの方を兼務でやっていらっしゃる面もあるとは思うんですけれども、基金

を運用するに当たって新たに雇用された方というのはいらっしゃるのか。先ほど企業での

経験ある方とかいろいろな方をこれから積極的に雇用されるという話もありましたので、
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この基金運用に特化した形での方というのはどのぐらいいらっしゃるのかというのを教え

ていただきたいのと。 

 それから、国際化、人材という面で言うと、外国人の話はどうしても出てきてしまうんで

すけれども、それの一方で安全保障の話もあるので、そこで気をつけられていらっしゃるこ

とがあれば、御紹介いただければと思います。よろしくお願いします。 

【山川理事長】  すいません。具体的な数字は今持ち合わせていないんですけれども、宇

宙戦略基金に関連して数十名単位で採用をしているということでございます。もちろん基

金の運営に当たっては、併任がかかっている人の協力は不可欠ではあるんですけれども、宇

宙戦略基金事業部においては数十名単位で、真水という言い方が正しいかどうか分かりま

せんけれども、増やしているところだというふうにお答えしたいと思います。 

 それから、外国人に関してですけれども、もちろん、外国人の採用に当たっては非常に慎

重になっているということは当然でありまして、採用に当たっては、毎回ちゃんと様々な情

報を基に採用の判断をしているということが言えるかというふうに思います。 

 以上です。 

【末松委員】  どうもありがとうございました。どうぞよろしくお願いいたします。 

【山川理事長】  ありがとうございます。 

【橋本会長】  ありがとうございました。非常に貴重な御意見、御質問をいただけたと思

います。 

 今後、ＮＩＣＴ及びＪＡＸＡの皆様には、評価に当たっていろいろな面で御協力をいただ

くことになります。引き続き、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

閉  会 

【橋本会長】  では、議事は以上となりますが、全体を通しまして何かございますでしょ

うか。 

では、事務局のほうから何かありますでしょうか。 

【平野補佐】  事務局でございます。皆様、本日は対面及びオンラインでの御出席いただ

きまして、誠にありがとうございました。 

 この後、引き続き、情報通信研究機構部会、宇宙航空研究開発機構部会の本年度の各初回

会合が開催されますので、オンラインの方も引き続き、そのまま御出席を賜れればと思って

おります。 
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 事務局からは以上でございます。 

【橋本会長】  どうもありがとうございました。 

 それでは、以上をもちまして第２２回総務省国立研究開発法人審議会を閉会といたしま

す。ありがとうございました。 

 

（以 上） 

 


